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     志和堀まちづくり計画 

 わたしたちが住む志和町の志和堀小学校区には、約 500 世帯、約

1200 人の人々が暮らしています。 

 自然探索のできる素晴らしい環境や良好な農地に恵まれ、地域の観光

資源としては、大正時代からある時報塔や酒蔵跡、イボや母乳に効くこ

とで有名なお堂や神社があり、茅葺き屋根の古民家も点在しています。 

 また、「ホタルまつり」「サルビアまつり」「いちょうまつり」と３つの

大きな祭りがあり、「ホタルまつり」は東広島市を代表する祭りの一つに

なっています。 

 一方で、少子高齢化が進むなかで、事故がなく災害に耐えうる安全・

安心なまちづくり、耕作放棄地対策等、さまざまな課題も出てきていま

す。また、古くから守られてきた美しい自然や、歴史や文化、産業を次

世代の子どもたちに残すこと、教えていくことは、志和堀に住む私たち

の大きな責務であると感じています。 

志和堀小学校区住民自治協議会では、まちづくりアンケートや4回実施

したワークショップ等をもとに、志和堀が抱える様々な問題や課題の掘

り起こしを行い、子どもたちが家族（子や孫）を連れて帰ってき

てくれるような「次の世代に希望をもてるまち」を創るために自

分たちができる様々な活動を応援する「まちづくり計画」を作りました。

ここでは目標の実現に向けた実施活動について明記しています。 

ただし、今回策定しました「志和堀まちづくり計画」がすべてである

とは考えていません。今後もみなさんの意見を聞きながら、いっしょに

考え、活動していきたいと考えます。 

 

みなさん自らが実践活動を行うために、このまちづくり計画を活用し

ながら、「自分たちでもできること。」「自分たちがやらなければなら

ないこと。」を実践して行きましょう。 
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※アンケート結果

をもとにワーク

ショップ（全員

参加型の話し合

い）の実施 

 

※ 組織構成、規約、 

活動計画の作成など 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

第 1 回役員会 

2010.8.25 

第５回役員会 

2011.7.25 

第２回役員会 

2010.8.25 

第６回役員会 

2011.8.26 

第３回役員会 

2010.11.25 

第７回役員会 

2011.9.29 

第４回役員会 

2011.2.24 

25 

第８回役員会 

2011.10.27 

第９回役員会 

2011.11.17 

第 1 回全体会(WS) 

2010.12.4 

第 10 回役員会 

2011.12.21 

第２回全体会(WS) 

2010.12.18 

第 11 回役員会 

2012.1.21 

第３回全体会(WS) 

2011.1.22 

臨時役員会 

第２回全体会 

2011.12.2 

準備会設立総会 

2011.3.6 

設立総会 

2012.2.12 

第 1 回全体会 

2011.6.25 

第４回全体会(WS) 

2011.２.11 

まちづくりに関する

アンケートの実施 

(2010.10.15～29) 

先進地 (青河・川根）

視察研修 

2011.12.1 
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平成 22年 10月中旬から上旬にかけて、志和堀では「まちづくりアンケート」を行いました。

この調査は、1 世帯あたり 2 部ずつ用紙を配布し、今後のまちづくりに対する志和堀住民の幅

広いご意見を集約・分析し、志和堀まちづくり計画策定の基礎資料に資することを目的として実

施したものです。 

 そこから、元気なまちづくりにしたいというご意見とともに、外灯がすくない、交通が不便、

災害時の連絡網が必要、若者がなかなか定着しないといった課題が見えてきました。 

 また、今後力を入れて取り組んでいったほうがよいと思われる活動については、「防犯」が最

も関心が高く、次いで「お年寄りサポート」「生活交通の確保」と続いています。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

活動テーマ 

（関心の高い順位） 

活動項目 

（上位 1～２項目） 

防犯 外灯の増設（47％）、子供の見守り（29％） 

お年寄りサポート 巡回バスの運行（44％）、独居老人の見守り・訪問（36％） 

生活交通の確保 コミュニティバスの運行（38％）、交通弱者の外出支援（36％） 

環境・景観 鳥獣害防止（33％）、森林保全（26％） 

防災 災害時連絡網の作成（44％）、防災マップ（34％） 

健康づくり 健康教室（41％）、ウォーキング（31％） 

地域活力の向上 特産品の開発（34％） 

定住対策 空き家の活用（52％） 

子供の育成 子育て支援（36％） 

祭り・伝統文化 次世代への文化継承（35％）、秋祭りや盆踊りの充実（33％） 

文化・人づくり 地域人材育成（34％） 

地域内での情報共有 地域広報誌の充実（38％）、回覧板の有効活用（35％） 

他地域との交流 都市と農村の交流（25％）、志和町内の他校区との交流（24％） 

外部への情報発信 特産品や観光地の宣伝（44％） 
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志和堀地域センターに志和堀の住民が集まり、全 4 回のワークショップ
（全員参加型の話し合い）を行いました。 
 

■第 1回ワークショップ（平成 22年 12月 4日） 
部会ごとに集まり、自己紹介をしたり、部会の方向性について話し合い
ました。また、各団体の活動スケジュールを表にまとめました。 

 

■第２回のワークショップ（平成 22年 12月 18日） 
各部会で、地域のかかえる課題と良いところ（強み）について、意見を
交換して、発表を行いました。 
 
          
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 

話し合いの終わりに、各グループで話し合った事を、皆の前で発表し、
意見を共有しました。 
 
 

地域のかかえる

課題と強みにつ

いてのワークシ

ョップ 
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                NO.1 

                          

 

            【課題】                       【強み】 

  

   

   

 

 

 

    

  
 

 

  

   

 

 

  

                                                                

 
                 

 

  

 
       
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

のら放送が無
くなった 
（訃報の情報
とか）←原 
cf．有線（造賀、
高屋） 

 

行事が多
い 

放棄地でいのしし
などの鳥獣被害 

特産品が 
少ない 
各戸バラバ
ラで耕作 

近くに空き家ある
と心配事多い 

情報共有 
有線放送が無
い 
 

志和堀の魅力
のアピールの
仕方が分から
ないのでは。 
していない 

 

農業伝承出来る年
代がまだ存在 

情報共有 
静かな町であり 
有線放送をしたら
各家に聞こえる 

交通の要所 

自然環境が良い 
農作物の新しいも
のを食べられる 

定住対策 
環境が良い 

祭りの      
しめ縄づくりで 
コミュケーション
を図る 

志和堀は過去に
他地域との合併
等の経験がない 
まとまりが強い 
長短 

回覧版が返っ
てくる町 

静かな町 

少しの情報でも 
回覧版で回すよ
うにしている 

志和堀には 
文化的なもの
がある。 

少子高
齢化 

若者が定
着する決
めてが？
（希望） 

若い人の
声の反映 

若い人の
３０～40
代の活動
がない 

 

荒れ地の環
境整備が出
来ていない 

定住対
策 

総務部会① 

【強み    】   

 

 
志和堀の特産 

情報難民 

若者対策（子育て・学習） 

交通不便 
（車が主な手段） 

交通の要 
生かしきれてない 

駅までの交通
が不便 

交通不便 

Ｉﾀｰﾝ、U ﾀｰﾝ 定住対策 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

 

 
祭りなど次世代
への引き継ぎが
出来ていない。 

 

このような付箋に、普段から思っている事、

思いついた事を書いてもらい、自分の意見

を発表して、模造紙に貼ってもらいました。 
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■第 3回ワークショップ（平成 23年 1月 22日） 
第 2 回のワークショップで出された地域の課題に対して、解決策を考え
て、皆で話し合いました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■第 4回ワークショップ（平成 23年 2月 11日） 
第 3 回の課題の解決策に対して、取り組むべき活動の優先順位を付け、
活動を今後どのように進めていくかについて、3 ヵ年の計画を作りまし
た。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

  

今ある自主防

災駐在所連絡

協議会の充実 

携帯利用のメール 

配信システムに全戸

が加入する 

↑ 

or携帯電話名簿作り、

連絡体制作りをする 

青色パトロール

隊を作り、車に

付けてもらう 

各人の携帯電話 

番号簿の作成 

子供の防犯宣伝
カーの呼びかけ
内容の定期的な
変更 

災害時要
援護者支
援 お年
寄りサポ
ートとの
連携 

防犯ステッカーを住民に配布

し、車に付けてもらう 

命にかかわる事

なので、個人情

報を余り言わず

に名簿の作成 

【防犯防災部会】 解決策 

資料① 

下校時のパト

ロールを小学

校でも取り組

んでいく 

志和堀自主防災

組織の訓練 

連絡網を作る 

他地域か

らの定住

促進 

地区の応援体制作り

のためのグループチ

ームを区ごとに作り、

代表者→メンバーへ

の連絡体制を機能 

災害時連絡網の作成 
（個人情報の問題がネック） 

防災マップの作成・周知徹底 
 

防災や緊急時の
人手が足りない
（土のう作りなど） 

壮年・青年会

活動の一環

として位置

づける 

防災マップ作りを各

区ごとに集まって行

う→皆が集まって自

分達で作る→一枚も

のを作り配布 

防犯活動中 

志和堀パトロール 

地区の世話人さん

（旧区長さん）に

連絡網作りのアド

バイスを受ける

（実態把握） 

民生委員さん

との連携活動 区長会の連

絡網の活用 

子供 110

番を増す 

各地区で子

供見守り隊

を作る 

登校・下校

時の見廻

り 

住民総参加

の見守り隊

（地区別） 

防犯灯を

もう少し

多く 

オレンジ帽子

を配布し、地区

の方にかぶっ

てもらう 歩いてみて、具体的な

防災が必要な箇所の

実態把握（地区別） 

登下校時以外

の見守りには、

地域の『目』力

を借りる 

４月 or ５月参観日に、防犯

パトロールの会を小学校で行

い、 

老人会→顔と名前を 

PTA→◎帽子を配る 

駐在所→子ども110番の家 

目で視る防犯 

避難場所 

①小学校体育館 

→カギは上島電機に 

・家庭科室使用 

・自炊も 

②志和堀公民館 

防災マップ

を各戸に配

っていただ

く 各家庭に

配布 

農協・郵便局・

公民館の掲示 

昨年出来上がっ

た壮年会の人に

できるだけ出て

いただく 

地域センターへ連絡が入るよう

にし、地区代表が各地区の状況

を連絡し、応援の要請をする 

自主防災、防犯

の訓練を各地区

において定期的

にする 

マップを

全戸に配

布する 

防犯灯の増設 

（旧）区長の協力 

（民生委員）（駐在所） 

 

メールの活用方法

（システム構築） 

マップの全戸配布 

見守り隊の充実 

住民による

マップ作り 

足で歩け！！ 

壮・青年会参画 

定住促進 

各地区の応援体制 

各地区での訓練実施 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

子どもの見守り活動などの
強化 

農林環境  

目的/テーマを掲げる 

Ａ．市民農園用の土地確

保 

Ｂ．特産品のリスト作成 

Ｃ．直販所の調査 

実践プログラムを掲げる 

Ａ-１土地所有者との調

整 

Ａ-２仕組み作りの調

査・視察 

Ｂ．各特産品の生産視察

及び可能性実験 

Ｃ．他の直販所の調査・

視察 

 

 

■年次計画書づくり（平成 24～26 年度） 

            
                   

 

 

<1年目>の計画予定  

まず○○から始めよう 

目的/テーマを掲げる 

Ａ-１市民への参加者調

査 

Ａ-２ルール作り 

Ｂ．特産品の決定 

Ｃ．直売所の場所決定 

実践プログラムを掲げる 

Ａ-１参加者を募集 

Ａ-２農機具の確保 

Ｂ．生産者の募集 

Ｃ．直販所の選定と交渉

(ＪＡ) 

 

目的/テーマを掲げる 

Ａ．耕作放棄地・休耕田の

有効活用 

Ｂ．特産品の開発 

Ｃ．直販所の設置 

実践プログラムを掲げる 

Ａ．耕作放棄地・休耕田の

実態把握 

Ｂ．特産品の調査 

 

 

 

 

 

・新たな目標・広がり 

若者の人材育成 

 

 

 

・他に出来そうなこと 

鳥獣の加工品 

竹炭・木炭の活用・販売 

 

 

 

 

 

 

<２年目>の計画予定  

2 年目は、あれをこれを始めよう 

<３年目>の計画予定  

仕上げの年。目標を実行する 

目 

標 

達 

成 
 

達成後の展開は 
 

 

各部会の具体的な

行動を、活動計画

シートに記入 

地域の課題にどのよ

うに取り組んでいく

か・解決策について 
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【 将来像 】 

 

 

 

 

【 テーマ 】 

 
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 ※ 将来像「次の世代が希望をもてるようなまち」の実現に向けて４つのテーマに基づいた

活動の実施を目指します。実施にあたっては、協働タイプに応じて、また、優先度を設け

て、取り組んでいきます。 

 

【活動計画についての表示のみかた】 

①活動目標 

②協働タイプ 

自主・・・住民自治協議会が実施するもの 

協働・・・行政、または他の組織との協働により実施するもの 

③活動内容（なにを どのように） 

＜優先度＞ 

    Ａ・・・住民の意識が非常に高く、最優先で実施すべき事業 

    Ｂ・・・住民の意識は比較的高く、優先して実施すべき事業 

    Ｃ・・・住民の意識は少ないが、実施が必要な事業 

④実施主体（だれが） 

⑤財源 

     自己財源・・会費等の自己財源で実施するもの 

      交付金・・市の交付金で実施するもの 

      その他・・  

     志和堀まちづくり計画 

「次の世代が希望をもてるようなまち」 

② 安心・安全なまちづくり 

③ みんなが住みよいまちづくり 

① 若者が帰ってくるようなまちづくり 

④ きれいなまちづくり 

 

-６- 



 

 

 

 

① 若者が帰ってくるようなまちづくり  
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① 上下水道の整備 

 

②協働 

③震災等の影響もあり、水の確保等の住民の

心配事を軽減するため、市に方針策定を促し、

有事の際に万全の体制で対応できるように、

整備体制を構築する。 

＜Ａ＞ 

④総務部会 

⑤交付金 

 

① 空き家の名簿作成 

 

②協働 

③震災や福島原発等の影響から、住宅確保の

ための問い合わせに対応するため、空き家状

況を把握し、名簿作成に取り組む。 

＜Ａ＞ 

④総務部会 

⑤交付金 

 

若い世代の定住対策 

① 働き場所の確保 

 

②自主 

③働き場所が少ないため、企業・ファーム等

の誘致を図りながら、農業を活かした働き場

の確保を目指し、当面は勉強しながら、知識

を習得する。 

＜Ｃ＞ 

④総務部会 

⑤交付金 

 

① 農業で若者を呼び込む 

 

②自主 

③えびす（農業事業）と連携し、農業の魅

力の伝承することで、農業を活かしたまち

づくりの意識を高め、若者定住対策のため

の啓発を図る。 

＜Ｃ＞ 

④総務部会 

⑤交付金 

 
① 指定区域の緩和 

 

②自主 

③建物（住宅）建設できる環境をつくるため、先進地等の事例等をもと

に知識を身につけ、農業振興地域の指定区域の緩和を目指す。 

＜Ｃ＞ 

④総務部会 

⑤交付金 
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     志和堀まちづくり計画 

① 公園の設置 

 

②自主・協働 

③志和堀には公園がないため、行政・地域との

協働により公園設置ができる方法を検討する。 

＜Ｂ＞ 

④福祉文教部会 

⑤交付金 

 

① 児童館の設置 

 

②協働 

③放課後の遊びや勉強の場について、4 年生以

上を対象とした事業施設がないため、行政にも

訴えるとともに、地域で出来る、場の提供方法

等を検討していく。 

＜Ｃ＞ 

④福祉文教部会 

⑤交付金 

 
① 特産物の開発・販売 

 

②自主 

③志和堀ならではの特産品が少ないため、志和

堀の土地を活かした特産物の開発を目指し、他

地域の事業展開等を学び、開発・販売の展開方

法を模索していく。 

＜Ｃ＞ 

④農林環境部会 

⑤交付金 

 

子どもの遊戯施設不足

対策 

子どもたちの安心・安

全、健やかな心の育成 

特産物の 

開発・販売 

-８- 



 

 

 

② 安心・安全なまちづくり  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

     志和堀まちづくり計画 

① 災害マップ、災害時連絡網の作成 

 

②自主 

③個人情報等の課題はあるが、被災の未然防止、

減災対策のため、自主防災活動と並行して作成

に取り組んでいく。 

＜Ａ＞ 

④防犯防災部会 

⑤交付金 

 

① 各区での避難場所の確保 

 

②自主 

③土地を熟知した住民主体により、14 区がそ

れぞれの区内で避難場所を設置する。地域全体

の避難場所については、地域の地形・実情等を

踏まえて検討していく。 

＜Ａ＞ 

④防犯防災部会 

⑤交付金 

 
① 防災訓練等の実施 

 

②自主 

③防災に関する知識を深め、「自らの身の安全 

を自ら守る」という意識を高め、各区での防災

訓練等の実施を目指し、被災の未然防止、減災

対策のための啓発を図る。 

＜Ａ＞ 

④防犯防災部会 

⑤交付金 

 

① 志和堀安全パトロール等の活動を継

続させる 

 

②自主 

③既存の活動を継続させる。蛍光反射タスキを

全戸配布し、夜間の着用を促す。 

＜Ａ＞ 

④防犯防災部会 

⑤交付金 

 

防災マップ、災害時連

絡網の作成 

災害時の避難場所の

確保 

子ども見守り活動な

どの強化 

防災や緊急時の人手

不足対策 

-９- 



 

③ みんなが住みよいまちづくり  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

     志和堀まちづくり計画 

① ＦＭ放送の活用 

 

②協働 

③有効な広報手段であるので、志和堀の宣伝

等を盛り込んだ放送等を検討する。 

＜Ａ＞ 

④総務部会 

⑤交付金 

 

① 広報紙の発行 

 

②協働 

③地域内での情報共有が大事であるため、防

災や子育て等、さまざまな情報を広報紙に盛

り込んで発行する。 

＜Ａ＞ 

④総務部会 

⑤交付金 

 
① コミュニティバスの運行 

 

②協働 

③バスターミナルの件と絡めて、行政・地域

との協働により、コミュニティバス等の公共

交通システム導入を研究していく。 

＜Ｃ＞ 

④総務部会 

⑤交付金 

 

情報提供対策 

お年寄りの娯楽と憩い

の場づくり 

高齢者の生活交通対策 

① まちに直売所または野菜市を開設 

 

②協働 

③他地域の事業展開等を勉強し、地域で作った野菜

などをまちに売りに行く取り組みを進めていく。 

＜Ｃ＞ 

④農林環境部会 

⑤交付金 

⑤ 

 

直売所や野菜

市の開設 

-10- 

① サロンの設置 

 

②自主 

③地域間でサロン設置の情報提供をし合う

体制ができているため、今後は地域全体で情

報を共有し、取り組める体制を構築する。 

＜Ａ＞ 

④福祉文教部会 

⑤交付金 

 



 

④ きれいなまちづくり  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

① 都市の人が農業に関わる取り組み 

 

②自主 

③市民農園、農機具貸出などの取組みを研究し、将来的

な実施を行う。駐車場やトイレの確保策等、長期計画と

して検討していく 

＜Ｃ＞ 

④農林環境部会 

⑤交付金 

 

耕作放棄地・休耕

田の有効活用 

  農地・水環境保全向上対策事業 

地域共同による農地・農業用水等の基礎的な保全管理活動に加え、老朽化                                

が進む農業用排水路等の長寿命化のための補修・更新等を行う取組みに対して

支援する「農地・水保全管理支払交付金」に係る対策を実施します。 

 

 

（図は農林水産省資料より） 
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     志和堀まちづくり計画 



 

【 テーマ別行動計画・事業スケジュール 】 

 

  

テーマ 活動・事業名 
活動・事業スケジュール（年度） 

H24 H25 H26 H27 H28 H29～ 

若
者
が
帰
っ
て
く
る
よ
う
な
ま
ち 

上下水道の整備 

空き家の名簿作成   

 
   

 
 

働き場所の確保 

農業で若者を呼び込む 

指定区域の緩和   

 

     

公園の設置           

児童館の設置          

特産物の開発・販売       

安
心
・
安
全
な
ま
ち 

災害マップ、 

災害時連絡網の作成 

 
     

各区で避難場所を設置       

各区で防災訓練等の実施 
 

     

志和堀安全パトロール等の活動

を継続させる 

 
     

み
ん
な
が
住
み
よ
い
ま
ち 

広報誌の発行   

ＦＭ放送の活用 

      

サロンの設置       

コミュニティバスの運行 
 

     

町に直売所/野菜市を開設        
 

     

き
れ
い
な
ま
ち 

都市の人が農業に関わる取り

組みを検討    

 
 

 
 

    

多面的機能整備事業(名称変更) 

(農地・水 保全管理対策事業) 

 
 

 
 

    

     志和堀まちづくり計画 

調査 ○  準備 ◎  実施 ● 

-12- 

※○,◎の実施期間は個別に検討する 

広報紙は実施（年 4回発行） 

8地区で実施 

空家を活用し若者が就農 

※ H27.12 市教委小中一貫化構想発表に伴う対応等開始 



総    会 
 
自 治 会 (14) 
各種団体から評議委員を推薦 

100 人以内（H26.4 から） 
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指 定 管 理 者 
（平成 26年度から） 

 
志和堀地域センター 

 

（執行機関） 

監  事 

 

各 種 団 体 自 治 会 

住 民 
 

（議決機関） 

連 携 ホ
タ
ル
ま
つ
り
実
行
委
員
会 

防

犯

防

災

部

会 

農

林

環

境

部

会 

総

務

部

会 

福

祉

文

教

部

会 

※ 

部
会
長
は
互
選 

議 

決 

提 

案 

敬

老

会

実

行

委

員

会 

盆

踊

り

実

行

委

員

会 

会長・副会長・会計 

事務局長・監事 

総会で承認 
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     志和堀まちづくり計画 

志
和
堀
自
主 

防
災
組
織 H26.2 

相談役 
 

顧 問 

役員会 

の承認 

役 員 会 
 
会 長 
副 会 長 
会 計 
事務局長 
部 会 長 

空
き
家
対
策 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム 

H27.2 



 

 

 

 

 平成 29年 5月現在 

 

 

 

役職名 氏名 備考 

会  長 平賀  興三郎  

副 会 長  

吉 田  弘  

桂  常 昭  

伊関  敏雄  

湯 浅 義 裕  

 

会  計 和田本  和子  

監  事 
築 田 一 雄   

植 木 秀 行   

事務局長 湯 川 信 夫   

総 務 部 会 長 野 田   繁  

福祉文教部会長 沖 本 洋 介  兼務 

農林環境部会長 中 田 正 勝   

防犯防災部会長 松 浦 史 郎   

相 談 役 

上 島 寿 彦  ホタル祭実行委員会 

藤 岡 茂 樹  
盆踊り実行委員会 
平成 29年 4月 1日就任 

沖 本 洋 介  敬老会実行委員会 

顧  問 

牧 尾 良 二  東広島市議会議員 

谷  晴 美  東広島市議会議員 

上 川 昭 和  直前会長 

東広島市役所 

志和堀担当職員 

森 行 裕 章  班長 

平 井 春 己  副班長 
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皆で支えあう 
ホタルの里  志和堀 

やろう 

あつまろう 

いきいき 
人とまち 

志和堀小学校区住民自治協議会 

〒739-0269  

東広島市志和町志和堀 857 番地 

志和堀地域センター内 

☎・Fax : 082-433-2891 


